
○富士見市建設工事成績評定要領 

昭和５０年６月２６日 決裁 

平成２５年３月２９日全部改正 決裁 

（目的） 

第１条 この要領は、富士見市が発注する建設工事（以下「工事」という。）の成績評定

（以下「評定」という。）に関し、必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図

り、もって受注者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とする。 

（評定者及び対象区分） 

第２条 工事成績の評定者（以下「評定者」という。）は、担当監督員及び総括監督員並

びに工事検査員とし、原則として１件の請負代金が５００万円を超える工事とする。た

だし、別表１に掲げる工事については、評定を省略することができる。 

（評定の内容） 

第３条 評定は、工事の施工状況、目的物の品質等を評価するものとする。 

（評定方法） 

第４条 評定は、工事ごとに独立して行うものとする。 

２ 担当監督員及び総括監督員である評定者は工事完成のとき、工事検査員である評定者

は完成検査実施のとき、それぞれ評定を行うものとする。ただし、工事の評定者となる

監督員が２名以上ある場合においては、それらの者が協議の上評定を行うものとする。 

３ 評定は、別に定める考査項目別運用表に基づき行い、評定の結果は、工事成績報告書

（以下「報告書」という。）及び細目別評定点表に記録するものとする。 

４ 評定に当たっては、受注者は、工事における高度技術、創意工夫、社会性等に関して、

実施状況報告書（様式第１号）を工事完成通知書と同時に、又はそれ以前に提出するこ

とができるものとする。 

（工事成績の報告） 

第５条 契約検査課長は、評定結果について、報告書（様式第２号）により市長に報告す

るものとする。 

２ 報告書は、契約検査課が保管し、契約検査課長は報告書の写しを工事主管部長へ送付

するものとする。 

 



（評定結果の通知） 

第６条 発注者は、完成検査終了後その工事の成績を工事成績評定結果通知書（様式第３

号）により受注者に通知するものとする。 

（説明請求） 

第７条 前条による通知を受けた受注者は、通知を受けた日から起算して１４日以内に、

工事成績評定結果に関する説明請求書（様式第４号）により市長に対して評定の結果に

ついて説明を求めることができる。 

２ 発注者は、前項による説明を求められたときは、受注者に対して工事成績評定に関す

る説明書（様式第５号）により回答するものとする。 

３ 前項の規定により受注者へ回答するに当たり、別に定める工事成績評定審査委員会の

審査を経るものとする。 

（評定の修正） 

第８条 発注者は、前条第３項の規定により審査した結果、当該評定を修正する必要があ

ると認める場合は、評定を修正し、工事成績評定結果修正通知書（様式第６号）により

受注者へ通知するものとする。この場合において、同条第２項の規定は、適用しない。 

（評定結果の公表） 

第９条 評定結果は、契約検査課において、完成検査後遅滞なく、工事成績評定結果表（様

式第７号）により公表するものとする。 

２ 公表は、自由閲覧方式とし、閲覧者の氏名等の記載は要しないものとする。 

３ 閲覧期間は、完成検査日の属する年度とその翌年度とする。 

４ 閲覧に供した資料の内容に関する問い合わせには応じないものとする。 

（公営企業に係る取扱い） 

第１０条 公営企業に係る工事については、この要領を準用するものとする。 

（その他） 

第１１条 この要領に定めのない事項について、必要な事項は市長が別に定める。 

附 則 

この要領は、昭和５０年６月２６日から施行し、昭和５０年４月１日から適用する。 

この要領は、昭和６０年４月１日から施行する。 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。



別表１ 評定を省略することができる工事 

１ 主たる工事内容が道路反射鏡、情報板、標識、標柱、区画線、浚渫、無線、堤防天

端補修のいずれかに該当する工事 

２ 主たる工事が、都市ガス工事、標識工事、サイン工事、設備機器分解修理、外柵工

事、畳工事のいずれかに該当する工事 

３ 単価契約工事 

４ その他発注者が認めた工事 

 


